
　

日

本

生

産

性

本

部

は

�

月

�

日

、

第

１

０

０

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

�

月

例

会

（

現

地

見

学

会

）

を

東

京

・

千

代

田

区

の

一

橋

大

学

千

代

田

キ

ャ

ン

パ

ス

で

開

催

し

た

。

当

日

は

「

未

来

の

担

い

手

の

目

に

映

る

企

業

の

魅

力

と

は

」

を

テ

ー

マ

に

、

円

谷

昭

一

・

一

橋

大

学

商

学

部

教

授

の

ゼ

ミ

ナ

ー

ル

の

学

生

に

よ

る

３

企

業

の

統

合

報

告

書

レ

ビ

ュ

ー

が

行

わ

れ

た

。

　

国

際

金

融

を

担

う

政

府

系

金

融

機

関

Ａ

社

の

統

合

報

告

書

レ

ビ

ュ

ー

で

は

、

「

羅

針

盤

」

「

先

導

」

「

共

創

」

と

い

っ

た

キ

ー

ワ

ー

ド

が

繰

り

返

さ

れ

、

ス

ト

ー

リ

ー

性

が

強

い

こ

と

や

、

多

様

な

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

事

例

が

豊

富

で

、

事

業

の

方

向

性

が

具

体

的

に

伝

わ

る

こ

と

が

評

価

さ

れ

た

。

改

善

点

と

し

て

は

、

人

的

資

本

の

利

用

実

態

の

情

報

（

研

修

の

利

用

率

・

満

足

度

な

ど

）

が

不

足

し

て

い

る

こ

と

や

、

事

実

ベ

ー

ス

で

話

が

進

む

た

め

、

職

員

の

ス

ト

ー

リ

ー

が

掲

載

さ

れ

て

い

る

と

よ

り

共

感

さ

れ

や

す

い

こ

と

な

ど

が

挙

げ

ら

れ

た

。

　

地

域

密

着

型

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

生

活

サ

ー

ビ

ス

企

業

Ｂ

社

の

統

合

報

告

書

レ

ビ

ュ

ー

で

は

、

表

紙

や

ト

ッ

プ

メ

ッ

セ

ー

ジ

な

ど

が

わ

か

り

や

す

い

こ

と

や

、

統

合

報

告

書

全

体

を

通

し

て

企

業

理

念

が

表

現

さ

れ

て

い

る

こ

と

な

ど

が

評

価

さ

れ

た

。

就

活

生

と

し

て

は

、

業

界

で

の

立

ち

位

置

や

、

実

際

の

福

利

厚

生

や

そ

れ

に

対

す

る

社

員

の

声

に

対

す

る

記

述

、

賃

金

に

対

す

る

記

述

も

ほ

し

い

と

い

っ

た

声

も

上

が

っ

た

。

　

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

全

体

を

支

え

る

グ

ロ

ー

バ

ル

物

流

企

業

Ｃ

社

の

統

合

報

告

書

レ

ビ

ュ

ー

で

は

、

ト

ッ

プ

メ

ッ

セ

ー

ジ

か

ら

投

資

家

を

非

常

に

意

識

し

て

い

る

の

が

伝

わ

る

こ

と

や

、

中

期

経

営

計

画

や

Ｄ

Ｘ

を

非

常

に

強

調

し

て

い

る

こ

と

が

伝

わ

る

こ

と

が

評

価

さ

れ

た

。

改

善

点

と

し

て

は

、

具

体

的

な

数

値

目

標

が

不

明

な

点

が

見

ら

れ

た

こ

と

や

各

要

素

と

の

つ

な

が

り

が

薄

い

印

象

が

あ

る

こ

と

な

ど

が

挙

げ

ら

れ

た

。

　

発

表

総

括

を

行

っ

た

円

谷

氏

は

、

「

こ

れ

ま

で

の

常

識

は

、

入

社

か

ら

退

職

ま

で

の

面

積

を

い

か

に

大

き

く

す

る

か

を

考

え

る

『

積

分

』

の

考

え

方

だ

っ

た

が

、

今

の

学

生

世

代

の

常

識

は

、

転

職

を

前

提

に

新

卒

入

社

先

を

決

め

、

�

代

に

ど

れ

だ

け

自

分

の

力

を

伸

ば

す

こ

と

が

で

き

る

か

と

い

っ

た

、

�

代

を

傾

き

で

考

え

る

『

微

分

』

の

考

え

方

に

変

わ

っ

て

い

る

。

日

本

企

業

は

積

分

か

ら

微

分

へ

の

発

想

転

換

が

求

め

ら

れ

て

い

る

」

と

述

べ

た

。


